　　　　　　　　看護連絡会議　議事録　　　　　　　　　千葉C.O.O印

実施日　　平成20年3月3日（月）　　　　　　　　　　　　　　（第40回）

時　間　　10：00～11：30　　　　　　　　　　　　　　　  司会者：東　和弘

場　所　　病院2Ｆ会議室　　　　　　　　　　　　　　　　記録者：下舘　静香
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＜グループ活動報告＞

東病棟：処方箋などの見直し⇒ゴム印が完成しだい準備と実施時期確認

西病棟：入院時チェック表・1ヶ月患者様評価作成⇒

2/20（水）COO・小向SGM・藤原SGM・山田JGMと話し合い

2/22(金)患者様評価回覧。入院時ﾁｪｯｸ表・患者様評価作成→COOと話合い

北病棟：病棟ケア基準提出

南病棟：雛祭り会　3/3実施（南、東C）

外来　：脳波検査見学・申し送り実施→１名検査体験実施

通所　：3月3日　3階窓工事完了、3月14日　陶芸窯設置工事予定

＜連絡事項＞

· 行事企画書の提出は、期限遵守にて早めに提出すること。

· 猪股Dr.の診察について

　　　3月7日、13：30～に変更（30分時間繰上げ）

東→西→北の順で

· 医療機能評価について

　　　受審結果の報告書を送るので、各自内容を確認すること。

＜検討事項＞

· 1ヶ月の患者様評価について

経過毎の評価：カルテに残る記録の月数が2～3ヶ月であり、経過を追って見れる書式の検討が必要

　　　　　⇒1ヵ月毎記載のシートと、数ヶ月分記載のシートを作成し、検討していく

項目立て：1枚のシートで様々な疾患の方を評価することは難しい

　　　　　⇒特に注意してみるべき点以外は空欄とし、患者様ごとに項目立てる

程度や頻度の記載：

　　　　　⇒各項目の評価基準を作成する必要がある

　　　　　⇒頻度は日数や回数で表す、程度は日常生活の中での具体的な観察点を記すなどで対応してみてはどうか？

引き続き、書式作成作業と検討継続。

· 二軸評価について

紙保管では、管理面やコスト面での問題がある。データ管理化できないか？

データ管理用の書式作成

保管場所は、〔看護課共有⇒二軸評価⇒医師別⇒病棟別⇒五十音順〕とする。

各病棟にてフォルダー・ファイル作成し使用していく。

· 検査業務について

外来での採血・脳波検査は、診察補助業務やスタッフ数により施行困難。

⇒応援必要時、北病棟の藤原英佳さんに応援要請していく。

病棟での採血は、各病棟で曜日ごとに人数を振り分けて実施していく。

· 麻薬の管理について

西病棟入院患者様に、他科薬として〝リン酸コデイン〟持参の方あり。管理方法について、確認と検討。

　麻薬のカルテ記載方法　　　⇒黒沢薬剤師に確認する。

　麻薬の専用管理場所　　　　　

　処方内容変更について　　　⇒主治医に確認：本日のカンファレンスにて

　　　　　　　　　　　　　　　ご本人と話合い：本日ご本人と面談にて

　　　　　　　　　　　　　　　結果を踏まえ、処方薬について検討する。















